
 
 

 

 

 

 

 

 

 

「インターネット上の海賊版対策に関する検討会議」 

 

（座長）検討状況報告 
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資料１－１ 



座長メモ 

 

２０１８年４月の犯罪対策閣僚会議・知的財産戦略本部による緊急対策の決

定を受けて、同６月に、知的財産戦略本部検証・評価・企画委員会の下に、「イ

ンターネット上の海賊版対策に関する検討会議」が設置され、権利者、インター

ネットサービス事業者、学識経験者、法律家などの関係者を一堂に集めて、コン

テンツの流通の促進、既存の海賊版対策の検証・評価、アクセス遮断の法制度化

も含めた総合的対策について、短期間に９回にわたる集中的な議論を行った。 

その結果、著作権教育・意識啓発、海賊版対策に資する出版業界・通信業界に

おける環境整備、海賊版サイトに対する広告出稿の自主的な抑制、フィルタリン

グの強化等、関係者が民間主導で連携して取り組むべき対策のほか、関係省庁の

連携等によるリーチサイト規制の法制化、著作権を侵害する静止画（書籍）ダウ

ンロードの違法化の検討等、様々な側面から直ちに取り掛かることが必要な内

容について、共通の認識が得られた。しかし、いわゆるブロッキングに関する法

制度整備について、議論をまとめることはできなかった。議論の詳細については、

別添を御覧いただきたい。（会議構成員の間では、検討会議の報告としての取り

まとめには合意が得られていない。別添は第９回の議論を踏まえて座長及び事

務局において修正したものである。） 

今後、権利者、インターネット関係事業者、関係省庁等が連携して、海賊版の

撲滅に向けて取り組んでいくことを心より期待する。 

 

○ 正規版流通の環境整備に加えて、海賊版サイトに対して緊急に対応するこ

とができるようにするため、著作権教育・意識啓発、海賊版対策に資する出

版業界・通信業界における環境整備、海賊版サイトに対する広告出稿の自主

的な抑制、フィルタリングの強化等について、関係者が民間主導で連携して

直ちに取り掛かり、これを関係省庁が連携して支援する。 

 

○ さらに、関係省庁の連携も推進し、リーチサイト規制の法制化や、著作権を

侵害する静止画（書籍）のダウンロードの違法化の検討を進め、加えて、

様々な側面から必要な制度設計の検討を進める。 

 

○ 我が国の重要な電子コンテンツである漫画とアニメーションの海賊版サイ

トの課題を迅速・適切に解決するため、本検討会議で議論された内容につい

て、継続・発展的な議論ができる適切な環境を引き続き整備する。 

 

○ 以上の措置を進め、その効果を検証すべきである。 

 

○ ブロッキングに関する法制度整備については、意見がまとまらなかった。 
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